
活動の背景・問題：既存の散策マップには、近年の
状況が反映されておらず、情報の更新や、新たな視
点での資源発掘が求められていた。

●

音戸の瀬戸周辺地域の散策マップ作成と
マップを活用にした地域づくり提案

特定非営利活動法人地域力で里山を再生する会

＋広島大学田中貴宏教授

成果：散策マップ（紙媒体）を作成した。Web版も試

作した。

●

●

活動の計画： 散策マップ作成を計画した。
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地域の課題
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目的

• 学生が中心となり、地域の人々と連携し、新たな地域
資源発掘を行いつつ、 「令和版の散策マップ」を作
成することを目的とする。

• この散策マップは、紙媒体で作成すると同時に、デジ
タル版も作成することとする。
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１０月１６日（水）









１１月１１日（月）







２月２８日（金）

















デジタル版



地域の元気応援プロジェクトに参加して
よかったところ（数田様よりいただきました）

生徒さんが現地まで足を運び地域住民にヒアリングし
て頂き、上手くまとめてマップに落とし込んでくれました。
地域住民とは違った目線で新たな価値の発見があり、
今後のデジタルマップ作りや地域のまちづくりに繋がる
ものとなっています。
天仁庵の店頭でマップを配置していますが、訪れた方
が手に取って頂き大変喜んで頂いています。
年配の方も多くいらっしゃるので、紙媒体があるのは助
かります。
先生や生徒の皆さんが地域に関わることで、地域住民
の意識向上も伺えました。
素晴らしい取組みをして頂き、ありがとうございます。



地域の元気応援プロジェクトに参加して
よかったところ（大学として）

建築・都市計画・まちづくり分野の学生が、地域の皆様
の声に直接触れることで、実情（ポテンシャル、課題）を
知るきっかけとなる。
→新たな研究テーマの発見等
学生が自身の専門性（計画技術、デザイン技術、GIS
等）を活かす機会となり、社会とのつながりを意識する
きっかけとなる。
→研究・学習のモチベーション



今後の展開

以下を計画している。

１：2021年12月に音戸大橋60周年還暦を迎えるので、

コロナ禍ではありますが何かしら手作り感のある取組
が出来ると良いです。空き家の利活用や音戸渡船など
の観光資源を活用した取組みにまでプロジェクトを広
げて行ければと考えています。（数田様より）

２：空き家の利活用、音戸渡船の利活用の提案
（学生より）


